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令和5年度　小・中学校における環境教育の取組み


理科（第６学年）


テーマ〖　特定外来生物オオキンケイギクの駆除　〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊能町立東能勢小学校　








≪学習のねらい≫


　・特定外来生物について理解を深める。


　・豊能町の環境保全のため、特定外来生物のオオキンケイギクを


駆除する。





≪学習の流れ≫


　実施時期　　６月


　①「生物どうしのつながり」の学習の中で、「豊能町にいてはいけ


ない生物」について調べ、考える。


　②その中で、オオキンケイギクやアメリカザリガニなど身近な生物


がいることに気づき、自分たちの学びを生かす方法を考える。


　③校区内を通る国道の歩道沿いに繁殖するオオキンケイギクを


駆除する。





≪指導のポイント≫


　■繁殖を防ぐために、根こそぎ駆除しないといけないことを伝え、駆除方法を理解させる。


　■生物は、色、形、大きさなど、姿に違いがあることを理解し、たくさんの種類の植物から特定の植物の特徴を基に見分けることができるようにする。


　■身近な植物を探す中で、植物の成長と季節の変化に着目して、それらを関係付けて調べ、身近な植物の成長と環境との関わりを捉えるようにする。





≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　・事前に環境省近畿地方環境事務所野生生物課の方に、特定外来種の防除のための流れをご助言をいただき、活動の流れを検討した。植物に関する小規模防除の特例（外来生物法施行規則第２条第14号）に基づき駆除をした。


　・豊能町が取り組む「とよの未来科」の一環として実施。「とよの未来科」とは探究的な見方・考え方を働かせ、具体的な活動や体験、横断的・総合的な学習を行うことを通して、生活の場である身近な地域「とよの」への理解を深め、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えるための資質・能力の育成をめざす学習。





≪成果≫


　・特定外来生物オオキンケイギクの特徴を見分けられるようになり、的確にオオキンケイギクのみを駆除できた。


　・豊能町の環境保全に寄与した。


　・同校１・２年生が駆除したオオキンケイギクを染料として使用し、草木染を行った。








